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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

１
１
０
回
目 

令
和
７
年

２

０

２

５

２
月
１
６
日
（
日
曜
日
） 

池
田 

満 

 

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
の
１
ア
ヤ
は
、
キ
ツ
（
東
西
）
の
名
の
ア
ヤ
で
す
。『
ミ
カ
サ
フ
ミ
』
も
キ
ツ 

（
東
西
）
の
名
の
ア
ヤ
が
１
ア
ヤ
目
に
据
え
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
キ
ツ
の
名
の
ア
ヤ
は
天
地
か
ら
の 

恵
み
を
説
く
ア
ヤ
な
の
で
す
。
イ
サ
ナ
ギ
・
イ
サ
ナ
ミ
さ
ま
の
時
代
に
編
ま
れ
た
ア
ヤ
で
、
と
て
も 

古
い
時
代
の
文
章
で
す
。『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
は
、
ホ
ム
シ
去
る
ア
ヤ
が
合
体
さ
れ
て
い
ま
す
。
い 

つ
の
時
代
に
結
合
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。（
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
さ
ん
、
４
０
ア
ヤ
に
収
納
す
る
た
め
か
？ 

ク
シ
ミ
カ
タ
マ
さ
ん
、 

前
編
の
編
集
時
。『
ミ
カ
サ
フ
ミ
』
は
、
コ
ヤ
ネ
さ
ん
が
１
ア
ヤ
の
前
文
を
添
え
て
い
ま
す
） 

１
ア
ヤ
の
一
番
初
め
の
話
が
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
姉
が
捨
て
子
に
さ
れ
た
話
で
す
。
読
者
を
し

て
、
息
を
も
つ
か
せ
ぬ
衝
撃
的
な
構
成
で
す
。
こ
の
話
を
真
正
面
か
ら
受
け
入
れ
た
ら
ば
、
古
事
記

的
な
「
神
さ
ま
、
神
さ
ま
の
世
界
観
」
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
出
来
ま
す
で
し
ょ
う
。
そ
う
、
わ
が

国
の
歴
史
は
、
実
在
の
ア
マ
カ
ミ
（
古
代
の
天
皇
陛
下
）
の
紡
い
で
こ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。 

「
直
訳
偽
書
の
秀
真
伝
（
し
ゅ
う
し
ん
で
ん
）
」
に
も
、
色
々
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。 

鏑
さ
ん
タ
イ
プ
、
千
葉
さ
ん
タ
イ
プ
、
鳥
居
礼
タ
イ
プ
な
ど
の
、
ヲ
シ
テ
の
原
文
の
文
章
が
ス
ラ

ス
ラ
読
め
な
い
部
類
。
明
白
な
「
直
訳
偽
書
の
秀
真
伝
（
し
ゅ
う
し
ん
で
ん
）
」
で
す
。 

皿
井
さ
ん
タ
イ
プ
の
場
合
は
、
少
々
複
雑
で
す
。
ヲ
シ
テ
を
読
め
て
も
古
事
記
教
の
呪
縛
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
部
類
。（
安
聡
本
発
見
に
も
「
校
本
三
書
比
較
」
の
上
梓
に
も
無
視
。「
記
紀
原
書
」
の
把
握
が
希
薄
） 

ヲ
シ
テ
の
原
文
（
白
文
の
小
笠
原
長
弘
本
オ
ン
リ
ー
）
は
ス
ラ
ス
ラ
読
め
て
も
、
神
様
神
様
の
拝
み
教
の

位
置
な
の
で
す
。
拝
む
対
象
を
求
め
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。
理
解
ベ
ー
ス
を
『
古
事
記
』
か
ら
１

ア
ヤ
に
チ
ェ
ン
ジ
す
れ
ば
、
拝
み
教
か
ら
の
卒
業
が
で
き
ま
す
。
今
村
さ
ん
タ
イ
プ
も
、
宮
崎
さ
ん

な
ど
の
類
い
の
「
ア
ワ
ウ
タ
教
」
も
こ
れ
に
近
い
で
す
。
半
世
紀
見
て
き
ま
し
た
。
ア
ス
ナ
ロ
で
も

な
い
で
す
。
こ
の
部
類
も
「
直
訳
偽
書
の
秀
真
伝
（
し
ゅ
う
し
ん
で
ん
）
」
に
分
類
し
ま
す
。
１
ア
ヤ
の
最

重
要
点
が
、
拝
み
教
か
ら
の
脱
却
で
す
。 
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『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
１
ア
ヤ 

 

キ
ツ
の
ナ
と 

ホ
ム
シ
さ
る 

ア
ヤ 

 

３
１
音
の
ウ
タ
を
特
に
ワ
カ
と
呼
ぶ
言
葉
に
は
深
い
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
単
に

若
返
る
か
ら
ワ
カ
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
い
物
語
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。 

ワ
カ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
は
、
ワ
カ
ヒ
メ
さ
ん
の
お
名
前
に
も
由
来
し
て
い
ま
し
た
。
ワ
カ

ヒ
メ
さ
ん
は
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
実
の
姉
な
の
で
し
た
が
、
両
親
が
「
ア
メ
の
フ
シ
（
後
の
厄
年
）」

に
当
た
っ
た
た
め
に
捨
て
子
に
さ
れ
ま
し
た
。（『
ミ
カ
サ
フ
ミ
』
に
詳
し
い
） 

ワ
カ
ヒ
メ
は
捨
て
子
に
さ
れ
て
、

カ
ナ
サ
キ
の
ヲ
キ
ナ
の
拾
い
子
と
し

て
、
ヒ
ロ
タ
の
ミ
ヤ
及
び
ニ
シ
ト
ノ

に
育
て
ま
す
。
ヒ
ロ
タ
は
、
現
在
の
兵

庫
県
西
宮
市
大
社
町
の
広
田
神
社
に

所
縁
を
伺
え
ま
す
。
ま
た
、
当
時
に
は

海
水
面
が
今
よ
り
数
メ
ー
ト
ル
高
く

て
、
西
宮
市
の
武
庫
川
扇
状
地
の
大
部
分
が
海
で
し
た
。
大
き
な
入
江
に
な
っ
て
い
て
入
江
の
入
り

口
に
ニ
シ
ト
ノ
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
此
処
は
、
中
世
に
は
摂
社
の
浜
の
南
の
宮
と
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。
現
在
の
西
宮
神
社
（
兵
庫
県
西
宮
市
社
家
町
）

で
す
。 

ヒ
ロ
タ
に
育
て
ら
れ
る
ワ
カ
ヒ
メ
さ
ん
は
、
カ
ナ
サ
キ
の
妻
（
ヱ
シ
ナ
ツ
）
の
愛(

い
つ
く)

し
み
を

受
け
る
事
に
成
り
ま
し
た
。
ヱ
シ
ナ
ツ
さ
ん
は
早
世
の
子
供
に
心
を
痛
め
て
い
た
の
で
、
ワ
カ
ヒ
メ

に
注
ぐ
愛
情
が
大
き
か
っ
た
の
で
し
た
。
ア
ワ
ウ
ワ
と
あ
や
す
愛
情
で
す
。
手
を
打
っ
て
シ
ホ
の
目

（
パ
チ
パ
チ
、
ば
ー
）
で
す
。 



 

3 

そ
の
養
育
は
、
伝
統
に
沿
っ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
ウ
マ
レ
ヒ
（
誕
生
日
）
に
は
カ
シ
ミ
ケ
で

す
。
炊(
か
し)

い
だ
ミ
ケ
（
穀
物
）
の
食
べ
初
め
を
し
ま
す
。
歩
き
初
め
の
タ
チ
マ
ヒ
も
し
ま
す
。 

３
歳
の
フ
ユ
（
冬
）
の
至
り
の
日
（
１
１
月
モ
チ
。
満
月
。
大
体
１
５
日
）
に
は
、
髪
の
毛
の
結
い
上
げ

を
お
こ
な
い
ま
す
、
カ
ミ
オ
キ
で
す
。（
平
安
時
代
の
頃
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
も
？
） 

こ
れ
よ
り
は
、
年
中

行
事
に
も
参
加
を
し
ま
す
。
縄
文
哲
学
の
基
本
の
行
事
で
す
。 

 

ハ
ツ
ヒ
（
元
旦
）
は
、
ア
ワ
（
天
地
自
然
）
へ
の
ウ
ヤ
マ
ヒ
（
感
謝
と
敬
愛
）
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

３
月
３
日
は
、
モ
モ
に
ヒ
ナ
の
祭
り
で
す
。
ハ
ル
（
春
）
の
終
わ
り
の
季
節
の
到
来
を
祝
い
ま
す
。 

５
月
５
日
は
、
ア
ヤ
メ
に
チ
マ
キ
の
祭
り
で
す
。
さ
み
た
れ
（
梅
雨
）
の
、
ナ
ツ
（
夏
）
の
盛
り
の

到
来
を
祝
い
ま
す
。 

７
月
７
日
は
、
タ
ナ
ハ
タ
の
祭
り
で
す
。
ア
キ
（
秋
）
の
到
来
を
祝
い
ま
す
。 

９
月
９
日
は
、
キ
ク
ク
リ
の
祝
い
で
す
。
ア
キ
（
秋
）
の
盛
り
到
来
で
す
。 

５
歳
の
フ
ユ
（
冬
）
の
至
り
の
１
１
月
モ
チ
（
旧
暦
１
５
日
）
に
は
、
言
葉
の
習
い
始
め
を
し
ま
す
。

（
後
の
七
五
三
） 

正
装
を
し
て
の
行
事
で
す
。
ヲ
（
男
の
子
）
は
ハ
カ
マ
を
着
用
し
ま
す
。
メ
（
女
の

子
）
は
カ
ツ
キ
（
被
り
着
）
で
す
。 

コ
ト
ハ
（
言
葉
）
を
直
す
ア
ワ
ウ
タ
を
常
に
教
え
て
ゆ
き
ま
す
。 

 
 

（
あ
か
は
な
ま 

い
き
ひ
に
み
う
く
） 

 
 

 

（
ふ
ぬ
む
え
け 

へ
ね
め
お
こ
ほ
の
） 

 
 

 

（
も
と
ろ
そ
よ 

を
て
れ
せ
ゑ(ye

)

つ
る
） 

 
 

 

（
す
ゆ
ん
ち
り 

し
ゐ(yi)

た
ら
さ
や
わ
） 

ア
ワ
の
ウ
タ
を
、
音
曲
に
合
わ
せ
て
歌
い
ま
す
。
カ
タ
（
打
楽
器
）
を
掻
き
打
ち
、
コ
ト
（
琴
）

を
弾
き
奏
で
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
自
ず
か
ら
に
コ
ヱ
（
声
）
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。 
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ヰ
・
ク
ラ
、
ム
・
ワ
タ
、
ヲ
（
人
体
の
構
成
の
基
本
、
心
と
身
体
の
元
、
五
臓
六
腑
と
は
成
り
立
ち
が
違
い
ま
す
）

も
ネ
・
コ
ヱ
の
構
成
か
ら
分
け
て
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
ア
の
ア
ワ
ウ
タ
の
２
４
（
フ
ソ
ヨ
）
に
通

っ
て
、
ワ
の
ア
ワ
ウ
タ
も
合
わ
せ
て
全
体
に
４
８
（
ヨ
ソ
ヤ
）
に
完
全
に
な
り
ま
す
。
こ
の
為
、
ミ

（
身
体
）
の
内
部
か
ら
の
巡
り
が
良
く
な
り
、
ヤ
マ
ヒ
（
病
）
も
起
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
、

長
寿
の
達
成
が
な
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。 

ス
ミ
ヱ
の
ヲ
キ
ナ
（
カ
ナ
サ
キ
さ
ん
）
は
此
の
原
理
を
ち
ゃ
ん
と
ご
存
知
で
し
た
。 

ワ
カ
ヒ
メ
は
、
サ
ト
ク
（
聡
明
）
し
て
、
カ
ナ
サ
キ
に
キ
ツ
サ
ネ
（
東
西
南
北
）
の
名
の
謂(

ゆ)

え
を
問
い
ま
す
の
で
し
た
。
カ
ナ
サ
キ
の
ヲ
キ
ナ
は
答
え
て
教
え
ま
す
。 

『
ヒ
（
日
）
の
出(

い)

ず
る
カ
シ
ラ
（
始
め
）
だ
か
ら
、
ヒ
・
カ
シ
と
言
い
ま
す
。 

長(

た)

け
昇
る
方
角
は
、
ミ
（
身
体
）
に
ナ
ミ
を
波
々
と
齎
す
の
で
、
ミ
・
ナ
ミ
で
す
。 

ヒ
（
日
）
の
落
ち
ゆ
く
時
は
、
ニ
（
真
っ
赤
）
に
燃
え
尽
き
（
シ
ハ
、
為
し
終
わ
る
）
て
沈
み
ま

す
か
ら
、
ニ
シ
で
す
。 

 

ヨ
ネ
（
米
）
と
ミ
ツ
（
水
）
を
カ
マ
（
窯
・
竈
）
に
炊
ぐ
際
に
も
、
方
角
の
言
葉
の
意
味
は
あ
る

と
言
え
ま
す
。 

 

初
め
に
ヒ
（
火
）
を
点(

つ)

け
て
熾(

お
こ)

し
ま
す
。
ヒ
・
カ
シ
ラ
で
す
ね
。
ヒ
・
カ
シ
で
す
。 

 

煮
え
て
く
る
と
、
ハ
ナ
（
派
手
）
に
煮
立
っ
て
、
ミ
（
ヨ
ネ
の
実
）
に
ナ
ミ
（
為
し
む
る
・
生
じ

さ
せ
る
）
が
入
っ
て
き
ま
す
。 

 

ニ
（
柔
ら
か
く
な
る
）
を
得
て
、
シ
（
為
す
）
が
ツ
ム
（
集
ま
る
。
積
む
）
の
で
、
食
べ
や
す
く

な
り
ま
す
。 

ア
マ
テ
ル
カ
ミ
は
ご
長
寿
を
実
現
す
る
た
め
に
、
少
食
（
糖
質
制
限
）
を
実
践
な
さ
っ
て
居
ら
れ

ま
す
。
ヱ
カ
【
詳
細
は
未
詳
】
に
一
度
の
ミ
ケ
は
こ
れ
で
す
。 



 

5 

昔
か
ら
の
食
物
を
寿
命
の
関
連
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
。
大
昔
に
は
月
に
二
度
の
ミ
ケ
で
し

た
。
そ
れ
が
、
月
に
三
度
ミ
ケ
を
食
す
る
よ
う
に
な
る
頃
ま
で
の
ヒ
ト
の
寿
命
は
モ
ヨ
ロ
（
１
０
０
万

年
）
で
し
た
。
月
に
六
度
ミ
ケ
を
食
す
る
時
代
に
な
っ
た
ら
ヒ
ト
の
寿
命
は
フ
ソ
ヨ
ロ
（
２
０
万
年
）

で
し
た
。
さ
ら
に
時
代
が
降
っ
て
、
今
の
世
に
な
り
ま
し
た
ら
た
っ
た
の
フ
ヨ
ロ
（
２
万
年
）
年
だ
け

生
き
長
ら
え
る
だ
け
で
す
。
こ
の
歴
史
を
考
え
ま
す
と
、
ミ
ケ
が
重
な
る
ほ
ど
に
ヨ
ワ
イ
（
寿
命
）

は
短
く
な
る
よ
う
で
す
。
此
の
故
に
、
ヲ
ン
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
は
月
に
一
度
の
ミ
ケ
に
止(

と
ど)

め
て
居
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
苦
い
ハ
ホ
ナ
（
チ
ヨ
ミ
ク
サ
）
を
常
食
も
さ
れ
て
お
い
で
で
す
。 

ミ
ヤ
の
建
築
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
方
角
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

ミ
・
ナ
ミ
（
南
）
に
向
き
て
建
て
ら
れ
る
の
は
、
最
も
良
い
ナ
ミ
の
享
受
を
得
る
た
め
で
す
。
ア
・

サ
キ
（
天
空
か
ら
の
及
ぼ
さ
れ
る
キ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
））
を
充
分
に
得
て
長
生
き
を
実
現
で
き
ま
す
。
ミ
ヤ
の

後
ろ
を
キ
タ
と
言
う
言
葉
の
意
味
は
、
夜
に
は
寝
る
か
ら
キ
タ
は
ネ
と
言
い
ま
す
。
例
え
て
言
え

ば
、
若
し
も
ヒ
ト
（
他
人
）
が
訪
ね
て
来
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
来
意
を
告
げ
ま
し
て
も
、
そ

れ
が
、
ど
う
で
あ
る
か
で
す
ね
。
会
う
べ
き
意
義
の
な
い
場
合
は
、
会
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
は
、
キ
タ
（
来
た
）
だ
け
の
事
で
す
。
し
か
し
、
会
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
日
の
出
と
同

じ
に
な
り
ま
す
。
ヒ
・
カ
シ
ラ
の
ヒ
・
カ
シ
で
す
。
会
っ
て
話
を
進
め
ま
す
と
、
ミ
に
ナ
ミ
を
受
け

て
事
が
弁(

わ
き
ま)

え
ら
れ
ま
す
。
話
が
落
ち
着
く
の
は
ニ
シ
で
す
。
赤
く
煮
え
定
ま
る
ニ
・
シ
で
す
。

そ
し
て
、
キ
タ
に
帰
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
ネ
よ
り
来
た
り
て
、
ネ
に
帰
り
ま
す
。
此
処
に
も
、
方
角
の

順
番
の
意
味
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
さ
ら
に
、
天
地
自
然
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
も
、
方
角
の
意
義
は
備
わ
っ
て
い
ま
す
。 

木
は
ハ
ル
（
春
）
に
は
若
葉
で
彩
ら
れ
ま
す
。
ナ
ツ
（
夏
）
は
青
葉
で
す
。
ア
キ
（
秋
）
は
ニ
ヱ

（
赤
く
燃
え
た
）
モ
ミ
チ
（
紅
葉
）
で
す
。
フ
ユ
（
冬
）
は
落
ち
葉
に
な
り
ま
す
。
此
処
に
も
同
じ
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意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ネ
（
根
っ
子
、
根
底
）
は
キ
タ
に
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。
キ
・
サ
ス
（
兆

し
）
の
ヒ
・
カ
シ
の
若
葉
で
す
。
サ
の
サ
カ
ヱ
（
栄
え
）
の
青
葉
で
す
。
ツ
の
ニ
・
シ
（
赤
く
為
す
）

ツ
ク
ル
（
尽
き
る
）
の
紅
葉
に
な
る
循
環
で
す
。 

 

さ
ら
に
世
の
中
の
仕
組
み
に
も
方
角
の
意
味
が
関
連
し
て
い
ま
す
。 

ヲ
（
ヲ
・
中
央
）
と
は
、
キ
ミ
（
キ
と
ミ
、
東
と
西
、
ヲ
カ
ミ
と
メ
カ
ミ
）
が
ク
ニ
を
ヲ
サ
ム
（
教

え
導
く
）
事
か
ら
、
キ
ツ
ヲ
サ
ネ
の
中
央
に
位
置
し
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
キ
ツ
サ
ネ
（
東
西

南
北
）
と
、
ヲ
（
ヲ
・
中
央
）
は
、
ヨ
モ
（
四
方
）
と
ナ
カ
（
中
央
）
の
関
係
と
も
言
え
ま
す
。 

ま
た
、
男
女
の
区
別
に
も
関
連
し
て
い
ま
す
。 

キ
（
ヲ
カ
ミ
）
は
ヒ
・
カ
シ
（
ヒ
・
カ
シ
ラ
、
兆
し
）
で
す
。
ハ
ナ
（
花
）
も
ハ
（
葉
）
も
ミ
・

ナ
ミ
（
身
体
に
ナ
ミ
）
で
す
。
木(

こ)

の
実(

み)

は
ニ
・
シ
（
煮(
に)

え
て
為(

し)

尽
く
す
）
で
す
。

ミ
（
実
）
を
別
け
て
オ
フ
ル
（
生
じ
る
）
キ
（
ヲ
カ
ミ
）
の
ミ
（
メ
カ
ミ
）
で
あ
り
ま
す
の
で
、
キ

ミ
は
ヲ
・
メ
カ
ミ
と
言
う
訳
で
す
。
カ
ミ
と
は
、

（
カ
ミ
）
で
し
て
、
繋
が
り
齎
し
・
生
じ

さ
せ
る
の
意
味
で
す
』 

東
西
南
北
を
キ
ツ
サ
ネ
と
い
う
意
味
に
は
、
何
重
に
も
意
味
合
い
が
重
な
っ
て
い
る
の
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
て
さ
て
、
ウ
タ
の
事
に
つ
き
ま

し
て
、
ワ
カ
と
名
付
け
ら
れ
た
謂

(

い)

わ
れ
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。 

 

今
の
御
代
の
こ
と
で
す
。（
８
代
ア
マ

カ
ミ
の
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
時
代
）

イ
サ
ワ
の

ミ
ヤ
に
ワ
カ
ヒ
メ
が
侍(

は
べ)

っ
て
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い
た
時
に
、
キ
シ
ヰ
（
和
歌
山
）
の
イ
ナ
ダ
（
稲
田
）
が
ホ
ヲ
ム
シ
（
イ
ナ
ゴ
）
に
害
さ
れ
た
事
が

あ
り
ま
し
た
。
キ
シ
ヰ
の
人
は
窮
状
を
イ
サ
ワ
の
ヲ
ヲ
ン
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
に
訴
え
に
来
ま
し

た
。
折
し
も
そ
の
時
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
は
ア
マ
の
マ
ナ
ヰ
（
祖
父
の
ト
ヨ
ケ
カ
ミ
の
ご
陵
）
に
ミ
ユ
キ

（
御
幸
）
な
さ
っ
た
後
で
ご
不
在
で
し
た
。
イ
サ
ワ
に
遷
都
の
後
に
も
、
マ
ナ
ヰ
に
ミ
ユ
キ
を
な
さ

っ
て
い
た
の
で
す
。
ト
ヨ
ケ
カ
ミ
を
お
慕
い
な
さ
っ
て
居
ら
れ
た
の
で
す
ね
。 

 

ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ご
不
在
を
強
く
嘆
く
キ
シ
ヰ
の
人
々
で
し
た
。
そ
こ
で
、
正
皇
后
の
ム
カ
ツ
ヒ

メ
は
代
理
と
し
て
キ
シ
ヰ
に
急
ぎ
行
啓
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
カ
ヒ
メ
も
同
行
な
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
キ
シ
ヰ
（
和
歌
山
）
の
田
の
キ
（
東
）
に
立
た
れ
て
オ
シ
ク
サ
（
ホ
９
‐
４
２
、
３
１
‐
５
３
、

３
２
‐
３
９
に
は
ヲ
に
作
る
。
教
え
の
元
の
ウ
タ
）
を
扇
ぐ
ワ
カ
ヒ
メ
で
し
た
。
つ
ま
り
ワ
カ
ヒ
メ

は
ウ
タ
を
お
詠
み
に
な
り
ま
し
て
、
ウ
タ
を
以
っ
て
扇
ぎ
払
う
と
、
ム
シ
は
去
っ
て
行
き
ま
す
の
で

し
た
。
そ
こ
で
、
ム
カ
ツ
ヒ
メ
は
こ
の
ウ
タ
を
以
っ
て
大
々
的
に
虫
払
い
を
し
よ
う
と
、
企
画
な
さ

い
ま
し
た
。
３
０
人
の
女
性
を
左
右
に
佇(

た
た
ず)

ま
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
各
々
も
共
に
歌
わ
し
め
ま
す
。

イ
ナ
ム
シ
（
稲
虫
）
を
払
う
ワ
カ
の
マ
シ
ナ
イ
（
生
じ
さ
せ
る
・
為
す
・
成
る
・
心
を
尽
く
す
）
で

す
。
（
俗
文
読
み
の
「
種
は
種
」
と
、
古
文

ヲ
シ
テ
時
代

読
み
で
大
違
い
） 

 

タ
ネ
ハ
タ
ね 

ウ
ム
ス
キ
サ
カ
メ 

マ
メ
ス
メ
ラ
ノ
ソ
ロ
ハ
モ
ハ
メ
ソ 

ム
シ
モ
ミ
な
し
む 

 

「
た
（
治
世
）
」
の
根
底
（
ネ
）
を
ハ
タ
ル
（
強
引
に
貪
る
）
事
は
し
な
い
で
下
さ
い
。
生
む
ス

（
為
す
）
、「
キ
（
東
）」
は
栄
え
る
「
メ
（
目
・
要
・
芽
）
」
で
す
。「
マ
」
の
「
メ
（
目
・
要
）
」
を
、

ス
（
為
す
）「
メ
ラ
ノ
（
な
さ
し
め
ら
れ
る
）、
ソ
ロ
（
水
田
の
作
物
、
畑
の
作
物
）
の
ハ
（
葉
）
も

ハ
メ
ソ
（
食
べ
る
な
！
）
。
ム
シ
（
害
虫
）
よ
、
あ
な
た
も
ミ
（
稲
の
実
、
い
ね
も
み
）
を
成
さ
し
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め
る
為
に
心
を
使
い
な
さ
い
よ
」 

繰
り
返
し
３
６
０
回
朗
唱
し
ま
し
た
ら
、
ム
シ
は
サ
ラ
リ
と
ニ
シ
（
西
）
の
ウ
ミ
（
海
）
に
飛
び

去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ヱ
（
災
い
）
を
此
処
に
払
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ワ
カ
ヒ
メ
の
試
み
の
通

り
に
、
イ
ネ
は
若
や
ぎ
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
イ
ネ
は
蘇
っ
た
の
で
す
。
ヌ
ハ
タ
マ
の
真
っ
暗
の
希

望
の
な
い
時
か
ら
、
一
転
し
て
明
る
く
、

（
ソ
ロ
）
に
実
っ
て
世
の
糧
を
得
た
の
で
し
た
。

尊
き
恵
み
で
す
、
タ
カ
ラ
で
す
。 

キ
シ
ヰ
の
国
民
は
感
謝
を
表
す
た
め
に
ア
ヒ
ミ
ヤ
の
前
に
新
建
築
し
ま
し
た
。
ア
ヒ
の
マ
ヱ
ミ

ヤ
で
す
。（
日
前
国
懸
神
宮
、
和
歌
山
市
秋
月
） 

ム
カ
ツ
ヒ
メ
へ
の
感
謝
の
現
れ
で
す
。
さ
ら
に
、
西
の

海
辺
の
景
勝
地
に
タ
マ
ツ
ミ
ヤ
を
建
て
ま
し
た
。（
現
在
の
、
玉
津
島
神
社
、
和
歌
山
市
和
歌
浦
中
）
ワ
カ
ヒ

メ
へ
の
感
謝
を
表
す
た
め
で
す
。
ワ
カ
ヒ
メ
さ
ん
は
、
お
気
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
タ
マ
ツ
ミ
ヤ
に
ご

逗
留
な
さ
い
ま
す
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
景
勝
の
地
で
す
。 

ま
た
、
元
々
の
ア
ヒ
ミ
ヤ
を
ク
ニ
カ
ケ
の
ミ
ヤ
と
し
て
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
来
の
人
々
を

守
る
べ
き
の
元
々
の
ア
ヒ
ミ
ヤ
は
あ
ん
ま
り
役
に
立
た
な
か
っ
た
か
ら
で
し
た
。
そ
れ
で
、
ク
ニ
カ

ケ
で
す
。
ク
ニ
カ
ケ
の
ミ
ヤ
（
元
の
ア
ヒ
ミ
ヤ
）
の
前
に
ア
ヒ
の
マ
エ
ミ
ヤ
が
建
て
ら
れ
て
、
ム
カ

ツ
ヒ
メ
へ
の
感
謝
が
表
さ
れ
た
わ
け
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

 

さ
て
、
タ
マ
ツ
の
ミ
ヤ
に
ワ
カ
ヒ
メ
が
逗
留
し
て
い
ま
す
う
ち
に
、
兄
の
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
か
ら
使

者
が
使
わ
さ
れ
て
来
ま
し
た
。 

使
者
は
ア
チ
ヒ
コ
と
言
う
人
物
で
す
。
ア
チ
ヒ
コ
は
、
コ
ヨ
ミ
を
新
た
に
作
成
し
直
し
た
、
天
文

学
や
数
学
に
も
明
る
い
立
派
な
ヒ
ト
で
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
サ
ワ
の
ミ
ヤ
の
造
営
を
成
し
遂
げ
た
の

で
し
た
。
建
築
に
も
通
じ
た
、
本
当
に
仕
事
の
出
来
る
人
で
し
た
。
余
り
に
も
忙
し
か
っ
た
ア
チ
ヒ
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コ
さ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ワ
カ
ヒ
メ
さ
ん
も
結
構
な
多
忙
の
内
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
二
人

が
、
タ
マ
ツ
ミ
ヤ
で
安
寧
の
一
時(

ひ
と
と
き)

を
得
ま
し
た
の
で
し
た
。
ワ
カ
ヒ
メ
は
ウ
タ
を
詠
ん

で
か
ね
て
か
ら
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。 

き
し
い
こ
そ 

つ
ま
お
み
き
わ
に 

こ
と
の
ね
の 

と
こ
に
わ
き
み
お 

ま
つ
そ
こ
ゐ
し
き

「
キ
シ
イ
こ
そ 

ツ
マ
（
妻
）
お(

を) 
み
き
わ
（
身
際
）
に 

コ
ト
（
琴
）
の
ネ
（
音
）
の 

ト

コ
（
所
）
に
ワ
キ
ミ
お(

を) 

ま
つ
そ
（
待
つ
ぞ
）
こ
い
し
き
（
こ
ゐ
、
恋
し
き
）
」 

ア
チ
ヒ
コ
は
返
歌
を
す
ぐ
に
返
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ミ
ヤ
コ
の
イ
サ
ワ
（
志
摩
市 

伊
雑
）
の
宮
中
に

戻
り
ま
す
。
ど
う
返
答
し
て
い
い
も
の
か
？ 

ア
チ
ヒ
コ
は
、
イ
サ
ワ
に
滞
在
す
る
人
々
に
聞
い
て

み
る
の
で
し
た
。
カ
ナ
サ
キ
さ
ん
は
言
い
ま
す
。 

『
こ
の
ウ
タ
は
、
拒
否
の
出
来
な
い
、
マ
ワ
リ
ウ
タ
で
す
。
そ
れ
は
拒
否
の
出
来
な
い
、
完
結
の

完
璧
な
ウ
タ
だ
か
ら
で
す
。 

 

む
か
し
、
わ
た
く
し
も
、
キ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ミ
ユ
キ
か
？
）
の
お
供
で
、
船
に
乗
っ
て
い

た
時
の
こ
と
で
し
た
。
風
が
激
し
く
て
大
波
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
分
で
は
、
港
に
無
事
に
着

く
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
？ 

危
う
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
ウ
タ
を
詠
み
ま
し
た
。
マ
ワ
リ

ウ
タ
で
す
。（

通
当
だ
け
は

、
ナ
カ
の
清
音
が
元
々
） 

な
か
き
よ
の 

と
お
の
ね
ふ
り
の

み
な
め
さ
め 

な
み
の
り
ふ
ね
の 

お
と
の
よ
き
か
な

（
「
な
か
き
よ
の
」
の
「
な
か
」
の
意
味
が
「
長
い
」
を
指
す
な
ら
ば
、「
な
が
」
に
な
り
ま
す
。
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そ
れ
な
ら
末
尾
の
「
か
な
」
も
「
が
な
」
で
す
ね
。
末
尾
の
「
か
な
」
の
「
か
」
は
全
写
本
と
も
清

音
の
「
か
」
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

伝
統
的
な
俗
語
読
み
の
「
長
き
夜
」
の
記
憶
に
引
っ
張
ら
れ
る
の
で
す
ね 

（『
全
浙
兵
制
考
』
侯
継
高
の
「
日
本
風
土
記
」
に
最
古
の
翻
訳
文
が
あ
っ
た
、
辻
公
則
さ
ん
の
発
見
。
１
６
世
紀
末
ご
ろ
、

浙
江
省
杭
州
の
防
衛
の
論
） 

「
な
か
き
よ
の
」
の
清
音
で
意
味
を
考
え
ま
す
と
、
意
味
合
い
が
深
い
で
す
。 

「
な
か
き
よ
（
大
宇
宙
の
中
心
・
来
る
恵
み
の
・
良
き
こ
と
）」
の
「
と
お
（「
ト
の
ヲ
シ
ヱ
」
の

定
ま
り
）
」
を
、
中
々
に
良
き
世
の
来
る
こ
と
を
「
ト
」
の
ヲ
シ
テ
の
理
念
の
普
及
で
「
ネ
（
根
底
）
」

か
ら
の
「
フ
リ
（
振
興
）
」
を
図
れ
ま
す
、
皆
（
国
民
す
べ
て
）
が
目
覚
め
る
事
で
す
、
波
乗
り
フ

ネ
（
船
）
の
音
も
良
き
事
で
す
ね
） 

「
な
か
き
よ
の
」
の
マ
ワ
リ
ウ
タ
を
詠
み
ま
し
て
歌
い
ま
す
と
、
程
も
な
く
、
風
は
止(

や)

み
、

フ
ネ
は
快
く
進
む
こ
と
が
出
来
、
無
事
に
ア
ワ
（
四
国
の
阿
波
か
？
）
に
着
き
ま
し
た
。 

 

マ
ワ
リ
ウ
タ
に
は
、
強
い
力
が
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ワ
カ
ヒ
メ
の
ウ
タ
も
、
マ
ワ
リ
ウ
タ
で
す
。
否
定
す
る
事
は
難
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

ワ
カ
ヒ
メ
の
ミ
ヤ
ヒ
の
心
を
拒
否
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 
』 

 

ワ
カ
ヒ
メ
さ
ん
の
育
て
の
親
で
も
あ
る
カ
ナ
サ
キ
さ
ん
の
勧
め
で
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
マ
テ
ル
カ

ミ
も
、
薦
め
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

『
カ
ナ
サ
キ
の
フ
ネ
ノ
リ
を
受
け
て
、
メ
ヲ
（
夫
婦
）
と
な
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
』 

そ
う
し
て
、
ア
チ
ヒ
コ
と
ワ
カ
ヒ
メ
は
結
ば
れ
ま
し
て
、
ワ
カ
ヒ
メ
は
ヤ
ス
カ
ワ
の
シ
タ
テ
ル
ヒ

メ
の
称
号
を
得
ま
し
た
。 

ラ
ブ
レ
タ
ー
の
ウ
タ
で
結
ば
れ
た
ア
チ
ヒ
コ
に
は
、
オ
モ
イ
カ
ネ
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
付
き
ま

し
た
。
思
い
兼
ね
て
の
ア
チ
ヒ
コ
さ
ん
で
し
て
、
皆
が
み
ん
な
オ
モ
イ
カ
ネ
と
呼
ぶ
の
で
し
た
。
ヤ

ス
カ
ワ
の
辺(

ほ
と)

り
に
オ
モ
イ
カ
ネ
と
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
の
ミ
ヤ
を
設
け
ま
す
。
今
の
滋
賀
県
野
洲
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市
に
は
比
留
田
の
地
名
も
あ
り
、
比
利
田
神
社
も
『
延
喜
式
』
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
洪
水
や
地

震
の
た
め
に
旧
宮
跡
の
詳
細
は
不
明
。
比
利
田
神
社
も
『
延
喜
式
』
の
「
神
名
帳
」
に
記
載
の
後
も
、
何
回
も
再
建
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
野
洲
川
は
氾
濫
し
た
歴
史
が
多
い
で
す
） 

シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
の
オ
シ
ク
サ
（
ホ
９
‐
４
２
、
３
１
‐
５
３
、
３
２
‐
３
９
に
は
ヲ
に
作
る
。
教

え
の
元
の
ウ
タ
）
は
、
熊
野
の
那
智
大
社
の
扇
祭
り
（
火
祭
り
）
に
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ヌ
ハ
タ
マ
の
ミ
（
実
）
を
成
ら
せ
る
ヒ
ア
フ
ギ
（
カ
ラ
ス
ア
フ
キ
、
ア
ヤ
メ
の
一
種
）
に
例
え
た

り
し
て
ま
す
。
真
っ
黒
の
ヌ
ハ
タ
マ
の
実
は
、
夜
の
例
え
で
す
。
そ
れ
が
、
盛
夏
の
ミ
ナ
ツ
キ
（
旧

暦
６
月
。
太
陽
暦
で
は
７
月
に
入
っ
て
か
ら
）

に
は
真
っ
赤
な
花
が
咲
き
ま
す
。
ホ
ノ
ホ
（
炎
）
の
よ
う
な
ハ

ナ
で
す
。
カ
ラ
ス
の
よ
う
な
真
っ
黒
な
実
を
ハ
（
生
じ
さ
せ
る
）
の
は
、
赤
き
明
る
い
日
の
出
の
ハ

ナ
で
し
た
。
ヒ
・
ア
フ
ギ
（
ヒ
オ
ウ
ギ
の
ア
ヤ
メ
）
の
平
ら
な
形
を
扇
に
象(

か
た
ど)

っ
て
、
国
家

経
営
の
基
礎
を
教
え
る
ヲ
し
ゑ
く
さ
（
ヲ
シ
ヱ
ク
サ
）
を
作
り
ま
し
た
。
１
２
体
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、

３
２
扇
を
取
り
付
け
て
、
下
部
に
は
ヒ
ア
フ
ギ
の
ア
ヤ
メ
を
４
株
付
け
ま
す
。
カ
ラ
ス
・
ア
フ
ギ
の

１
２
体
で
す
。
３
２
は
、
３
６
５
日
の
１
２
分
の
１
の
３
０
．
４
日
を
切
り
上
げ
て
３
１
日
と
し
て
、

さ
ら
に
魔
物
の
入
り
込
む
隙
を
詰
め
込
ん
で
溢
れ
さ
せ
る
た
め
に
、
余
分
の
１
日
を
足
し
た
３
２

の
数
字
で
す
。
ヒ
ア
フ
ギ
の
４
株
は
、
１
２
体
の
全
部
を
足
し
ま
す
と
４
８
の
言
葉
の
音
韻
の
数
に

相
当
し
ま
す
。
４
８
は
天
地
自
然
の
根
拠
を
表
し
て
い
ま
す
。 

 

母
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
の
亡
き
後
、
ハ
ナ
キ
ネ
（
後
の
ソ
サ
ノ
ヲ
）
は
、
姉
の
ワ
カ
ヒ
メ
さ
ん
の
許
で

教
育
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
若
い
ハ
ナ
キ
ネ
は
５
・
７
音
の
綴
り
方
の
謂(

い)

わ
れ
を
質
問
し
ま
し
た
。 

 

ワ
カ
ヒ
メ
の
答
え
は
次
の
よ
う
で
し
た
。 

『
５
・
７
音
に
綴(

つ
づ)

る
の
は
、
ア
ワ
の
フ
シ
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
寒
い
時
期
の
５
ヶ
月
の

ネ
の
季
節
と
、
温
か
な
７
ヶ
月
の
満
ち
満
ち
た
季
節
を
表
現
し
て
い
る
の
が
、
天
地
自
然
の
恵
み
の
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内
に
暮
ら
す
ヒ
ト
と
し
て
の
基
本
の
備
わ
り
だ
か
ら
で
す
』 

 

ま
た
、
さ
ら
に
若
い
ハ
ナ
キ
ネ
は
、
ハ
ラ
ヒ
（
魔
物
の
払
い
）
の
３
２
音
の
意
味
を
質
問
し
ま
す
。

姉
で
母
親
代
わ
り
の
ワ
カ
ヒ
メ
さ
ん
は
教
え
て
答
え
ま
す
。 

『
ハ
ラ
ヒ
の
ウ
タ
は
ミ
ソ
フ
（
３
２
）
な
の
で
す
。
何
故
な
ら
ば
、
基
本
の
３
１
に
１
日
を
足
し

た
も
の
な
の
で
す
。
３
１
日
は
、
一
年
の
３
６
５
日
を
１
２
ヶ
月
で
割
っ
た
３
０
．
４
を
、
切
り
上

げ
て
纏
め
た
数
字
で
す
。
こ
れ
が
基
本
の
日
の
め
ぐ
り
で
す
。 

し
か
し
、
ツ
キ
（
月
）
の
巡
り
は
３
０
日
に
も
足
り
ま
せ
ん
。
ツ
キ
は
重
く
て
巡
り
が
遅
く
な
る

た
め
で
す
。
そ
れ
で
隙
間
が
生
じ
ま
す
。
隙
間
に
入
り
込
ん
で
悪
さ
を
す
る
マ
モ
ノ
の
暗
躍
。 

日
の
巡
り
か
ら
し
ま
し
た
ら
、
３
１
日
を
ひ
と
月
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
す
。
３
１
日

に
後
先
半
日
ず
つ
ヒ
（
日
）
を
足
し
て
３
２
日
に
し
た
ら
、
隙
間
な
く
ピ
シ
っ
と
嵌(

は
ま)

り
込
ん

で
魔
物
の
入
る
隙
が
無
く
な
り
ま
す
。
ア
ル
マ
（
隙
間
が
有
る
）
を
伺
う
の
が
ヲ
ヱ
モ
ノ
で
す
、
魔

物
で
す
ね
。
こ
の
ヲ
ヱ
モ
ノ
を
払
う
力
の
あ
る
の
が
３
１
音
に
声
（
音
韻
）
の
１
音
余
ら
せ
て
の
３

２
音
の
ウ
タ
な
の
で
す
。 

 

ヒ
ト
と
は
シ
キ
シ
マ
（
為
す
来
る
締
り
）
の
会
う
所
に
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
す
。
微
妙
な
偶
然

の
合
わ
さ
り
の
所
と
も
言
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
天
地
自
然
の
巡
り
の
ヒ
（
日
）
と
ツ
キ
（
月
）
の

循
環
の
３
１
日
が
そ
も
そ
も
に
カ
ス
（
付
加
す
る
来
る
為
す
）
リ
ズ
ム
で
す
。
メ
（
生
じ
さ
せ
る
）

の
時
は
、
ミ
ソ
フ
な
の
で
す
。
ヲ
ヱ
モ
ノ
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
で
３
２
の
字
余
ら
せ
ウ

タ
は
ヲ
ヱ
モ
ノ
（
魔
物
）
払
い
の
効
力
が
あ
る
の
で
す
。
ウ
タ
の
カ
ス
（
来
る
為
す
）
の
力
は
ワ
（
地

球
上
の
あ
ら
ゆ
る
物
）
に
応(

こ
た)

え
る
も
の
な
の
で
す
。
此
の
故
に
シ
キ
シ
マ
（
為
す
来
る
締
り
）

に
因
っ
て
為
す

（
の
）
の
ワ
カ
の
ミ
チ
な
の
で
す
』 


